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【調査研究の概要】

・南相馬市は、福島原発事故により強い放射能汚染を受けた地区の一つであるが、現在４万人余りの人々が

暮らしている。今年４月の空間線量率は事故３か月後調査時の約半分となっており、体外被曝は軽減されつ

つある。一方、土壌汚染レベルは平均的な所で依然千 Bq/kg を超えいる。南相馬市は自然に恵まれた農業が

盛んな地域であり、放射能の健康被害を防ぐためには、地元産の飲食物の摂取による体内被曝を減らすこと

がカギとなる。また、放射能の不安に対する市民の間の温度差による対立と、汚染の長期化による諦めの蔓

延が懸念される。そこで、現地に放射能測定センターを開設し、下記内容で本調査研究を実施した。

(1)地元産の飲食物の汚染モニタリング及び市民への情報提供による市民の体内被曝低減

(2)市民が放射能汚染に共に向き合える場作りによる放射能汚染に対する不安と諦めの軽減

【調査研究の経過】

2012 年 6月：準備期間を経て、放射能測定センター・南相馬（通称とどけ鳥）を開設、市民からの依頼及び自

主調査の飲食物や土壌サンプルの測定を開始。市水道水の測定調査も開始。NaI ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝ型γ線ｽﾍﾟ

ｸﾄﾛﾒｰﾀ 2台。

2012 年 6月以降：市水道水は予定通り定期的に測定。測定所は火～金開設し、土壌・水・米・野菜・果実・き

のこ・魚など多様な測定検体を測定。2013年 5月現在、市民測定ボランティアは9名、測定検体

数は累積で約3,400体となった。日々の測定結果をブログで、定期的に測定の集計及び分析結果を

ホームページで公表。

【今後の展望など】

・飲食物の放射能汚染モニタリングの継続 ・モニタリングの必要性の市民へのアピール

・調査結果など有用情報の市民への提供 ・土壌汚染と水や作物汚染との関係調査
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